ヘルマート座標変換
　　２つの座標系に共通する２点以上の参照点を指定して、最小２乗法により変換係数を求め座標変換を行います。

　　変換方法

　　　・　１倍固定変換
　　　・　伸縮率考慮変換
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ヘルマート座標変換

　　２つの座標系に共通する ２点以上の座標値が必要です。

変換手順
１．参照点列　――　２０点以内
　　　　　　２つの座標系に共通する ２点以上の座標値を入力します。
　　　　　　・　変換対象データ（変換される参照点）　――　手入力又はSimaファイルより入力します。
　　　　　　　　　　測点名　――――　半角１５文字以内
　　　　　　　　　　座標  　――――　x , y
　　　　　　・　変換基準データ（変換基準参照点）　――　手入力又は座標ファイルより入力します。
　　　　　　　　　　測点名　　――――　半角１５文字以内
　　　　　　　　　　座標   　――――　X , Y
２．「変換係数の計算」

　　　双方の参照点を基に最小２乗法により変換係数を求めます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 伸縮率 = 1.000 で変換すると変換前の図形と同形で変換されます。

・ チェックをはずすと変換図形は変換前の図形と伸縮率（変換基準点に

最も近い）だけ相似形になります。

２つの座標系が異なる場合に伸縮率を考慮します。

　　　　　　・ 残差(X,Y)　――　変換基準点座標に対する変換された座標との座標差（補正量）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残差の大きい参照点は、「１行削除」で双方の参照点を削除してください。

　　　　　　・ 回転角(A)　――　変換前座標系と変換された座標系の傾き

　　　　　　・ 伸縮率(m)　――　同一座標系の場合、限りなく1.0に近いことが理想です。

　　　　　　・ 重　心　　　――　変換平行移動量を求めるための係数です。

　　　　　　・ 標準偏差　――　変換基準点座標に対する変換座標値のばらつき。（精度）
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３―１．手入力変換

　　　１点ずつ手入力にて変換計算を行います。

　　　　　　・ 変換前点名　――　半角15文字以内

　　　　　　・ 変換前座標　――　xn , yn , hn
　　　　　　　　↓

　　　　　　・ 変換後座標　――　Xn , Yn , hn
　　　　　　　　↓

　　　　　　・　登録No　　　――　座標ファイルに登録する番号を指定します。（登録済みの次番号を表示します。）

　　　　　　・　登録点名   ――　登録する点名（半角15文字以内）を入力します。
                     空欄は、登録Noが点名となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次からは「点名＋１」を表示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例  　　K-168 → K-169

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    KO13A →　KO14A

　　　　　　・　「登録」　　　――　登録した変換座標のみ計算書に出力されます。
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３―２．Simaファイルによる一括変換

　　　　　　変換データをSimaファイルにしておくと
一括変換が可能です。

　　　　　　・ 「Simaファイルによる一括変換」　ボタンを
押します。

　　　　　　・ 「参照」　―　変換Simaファイルを指定します。

　　　　　　・ 「表示」　―　ファイルの内容を確認します。

　　　　　　・ 変換の設定
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　　　　　　                            　――　Simaファイルの測点名で変換します。
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―　「挿入」　：　Simaファイル測点名の先頭にHを追加します。

―　「追加」　：　Simaファイル測点名の末尾にHを追加します。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――　Simaファイルの標高をそのまま変換します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チェックをはずすと標高は無視します。
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　　　　　　・ 座標ファイルへ登録
　　　　　　　　　上記の設定条件で座標ファイルへ登録します。
　　　　　　　　　登録開始番号を指定してください。
４．計算書出力

座標変換計算結果を表示・出力します。
　　　　　　＊ 「出力」上の注意

　　　　　　 　(1).プリンタ設定で、印刷の向きを「A4横」にしてください。
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準備計算
　　交点計算、ピッチ計算等２３種類の計算を行います。
　　　　　以下、　「準備計算」　の取説を参照してください。












